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2022 年９月 30 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ジ ャ ノ メ 

代表者名 代表取締役社長 齋藤 真 

（コード:6445 東証プライム） 

 問合せ先 執行役員企画本部長 小林 裕幸 

（TEL 042－661－3071） 

 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年３月期第２四半期連結会計期間において、下記のとおり特別損失を計上する

見込みとなりましたので、お知らせいたします。 

また、最近の動向等を踏まえ、2022 年５月 13 日に公表した業績予想を修正いたしましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失（事業再編損）の計上 

 当社は、1921（大正 10）年に創業し、当時としては高額であった家庭用ミシンの普及を図る

ため、月掛予約や月賦販売の手法を創案し、訪問販売を主な活動手段として事業を拡大してまい

りました。活動拠点となる直営支店は最盛期には 541 店を数え、訪問販売によるミシン事業は大

きく成長し、当社の確固とした事業基盤を築き上げました。 

 しかしながら、時代が進むにつれ、クレジット決済が一般化したことで、月掛予約や月賦販売

といった従来の販売方法が旧式化し、また、ミシン自体の低価格化や販売チャネルの増加など、

事業環境は大きく変化してまいりました。こうした状況から、直営支店による訪問販売のビジネ

スモデルは機能しなくなったと判断し、訪問販売事業からの撤退と、全直営支店を閉店すること

を決定いたしました。 

 これに伴い、直営支店店舗の不動産の減損、特別退職金等を事業再編損として 1,600 百万円の

計上を見込んでおります。 

 

２．業績予想の修正 

（１）2023 年３月期通期の連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

   （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 42,000 4,000 3,900 2,600 134 円 50 銭 

今回修正予想（Ｂ） 41,000 3,000 3,300 600 31 円 04 銭 

増減額 （Ｂ－Ａ） △1,000 △1,000 △600 △2,000 － 

増減率  （％） △2.4％ △25.0％ △15.4％ △76.9％ － 

（ご参考）前期実績 

（2022 年３月期） 
42,916 3,659 3,824 2,549 131 円 89 銭 
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（２）修正の理由 

家庭用機器事業において、欧州市場の想定以上の落ち込みから販売が伸びず、また、エネル

ギー価格の上昇に伴う原材料費等の高騰と販売価格への転嫁の遅れにより原価率が上昇して

おります。産業機器事業においては、部品調達難による納期ずれが発生するなど、供給面では

厳しい環境が続いております。この結果、売上高及び営業利益、経常利益とも 2022 年 5 月 13

日に公表した通期連結業績予想を下回る見込みです。 

また、前述の訪問販売事業撤退に伴う特別損失の計上により、親会社株主に帰属する当期純

利益についても前回発表予想を下回る見込みとなったことから、2023 年３月期通期の業績予

想を上記のとおり修正いたします。 

   

  なお、期末配当予想の変更はありません。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表当日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

今後様々な要因によって、実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


